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概要　1968 年版小学校学習指導嬰領は現代化指導要領として知られているが、この指導要領

で、合同とならんで二等辺三角形が中学年に導入された。二等辺三角形では、その導入初

期から、等辺と両底角相等が重視されたが、その一一方、中線に関する性質は軽視されてき

た。本稿では、そうした教材観が生み出された経緯に触れるとともに、二等辺三角形の中

線のもつ性質を大事にした行った二つの実践を報告する。

検索語　二等辺三角形　線対称　軸　角

１　二等辺三角形と中学年における図形指導の歩み

＊ａ色棒やストローを用いた導入

現在、小学校中学年で二等辺三角形の導入部を教科書にしたがって展開すれば次の

になろう。

（1）色が付いたストローを３ないし４種類用意し、それらを川いて三角形をつくらせる

（2）それらを、教師側で分類の視点を指定せず、仲間分けさせる

（3）仲間分けのために用いた祝点の交流から二等辺三角形や正三角形の定義を導く

（4）等辺三角形の観点からコンパスを用いて二等辺三角形の作図を行う

色枠ないしストローを用いて三角形作りを行うことから二等辺三角形を導入する考

えは、下に示すように、’71年発行の啓林館版「算数・３年下」に見ることができる。

ただ、このときの啓林版では仲間分けを課題にしていないが、仲間分けは、同じぐ71
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年・大日本図削副こ見ることができる。同書では、「長さ」と視点を与えて仲間分け

をさせていた。

さて、日本の小学校で

図形教育が始まるのは、

1925年制定の算術・第３

期国定教科書の５年生版

教師用指導書で而積や体

積に関連して図形の性質

を扱うよう述べられたと

きであるがl’、その1925

年に小川通司『空間教育

実際』が発刊された。そ

の小川本には、右に示し

９　笙j1 1

《

い
巴

ル ム
〔 口　 三 角形の辺

☆ 上の図のｊ うに．同｜ 長 きの ひこ'を９

本ｊ で便-ﾊﾞ ，ｒ んな三 角耳μ‘ でき乙か

☆ ４ ペ ー ジ のΞ 角６ ’Ｃ． 卯 ，り3，（i）1』|･|

し な かｊ た と い えｊ‘１．

そ の わ11 を-IXjl 』･j 。

-㎜a㎜-㎜㎜㎜㎜ 皿=-　･･ ■　＝

‘
・
‘
　
　

一

凶
　

’』

’
じ

G ）

一 一 一

㈲ Ｏ

ず
３ つの 辺の荻さがひと い 三ヽyi flj

を， 正三角彫といい 」１．

☆ 』た，次 のＪｉ な三 角りljl･ｎ･ なか』

とみ ることかで３ 』す。

その わ11を４ えｊｌ Ｊｉ．

Ｌ

。血

源」Ｌ
ａ

Ｌ
Ｉ

鉛
以

た･71年発刊の教出版にあ　|｡らぺよしょう。

る、９木以内のマッチ棒を使って三角形をつくる課題が扱われていた≒

ム

Ｊｋ

教出版、そして、啓林版で取り上げている題材を川いた授業をそれぞれ'80年代中

期に拝見する機会をつくっていただいたことがある。拝見したどちらの授業でも、教

師が子どもから引き出したい。

辺の長さが同じである三角形がある

と、長さに注目した分類が子どもの側から行われることはなかった。即ち、マッチ棒

をつかった場合は、三角形づくりに用いたマッチの総本数も含めて、各辺に川いたマ

ッチの本数で三角形の分類が行われ、色捧を使った場合は、用いた色やその色数で分

類が行われた。こうして、結局は。教師の仙から長さによる分類を提起する、という

事態に陥った。私が拝見した授業のように、子ども達は色捧の色で分類してもそれが

長さを反映したものであることが読みとれないことは多くの教室でおきていた。実は、

これは文末の注記で示す岡森博和らの調査にみるように、中学年の子どもの特徴でも

ある。

こうした多くの教室で起きたことを反映してであろうか、近年発刊されている大半

の教科書では、上でみた大日本図書版のように、長

さに注目して三角形を分類するよう指示している。

ところで、色捧を使って平面図形の構成を行うこ

とは、日本の小学校における図形教育の出発点であ

る緑表紙 一算術・第４期国定教科書一が１年次に導入

して以来、日本の多くの教科書が採用してきた考え

である。上記した。啓林の'71年版では、１年次にお
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いて、まず 、色捧に よる図形の構成を行った後に色板 による図形の構成を扱 う、とい

うよ うに、 色棒を優先 させ てい た。こ うした、 色捧を １年生以来図形教育におけ る中

心的 素材として扱ってきたことが、 二等辺三角形の学習で も、色棒や ストローを 使り

て行う三角形の構成 から出発する、とい う考えにつながったのであろ う。 ただ、近年

の啓林館１年版では ストロー、あるいは 色体による平面図形の構成は扱っ ていない｡

に もかかわらず、啓 林版では現在 でも二等辺 三角形を ストローによる三角形の術成か

ら導入場 而してい る。

*b 鉛筆による作図と 色棒による図形の構成

二等辺三角形の導 入に際し、色棒やストローによる三角形の構成を用い ることに関

わる視点の一つ に鉛 筆を用いた線分の 作図がある。緑 表紙では 、３年生で鉛筆を川い

て自分の手で直線図形 の作図を 行う学習を初めて扱っ た。そのこと もあって、２年生

以前は図形を構成す るために色棒や色板が川い られ、 結果 として、緑表紙の低学年で

扱った平面図形は正三角形や正方形が中心になった。 しかし、現在では鉛筆を川いた

直線の作図を ２年 生で学んでいる。 従って、３年生であれば 、長さが予め定まった色

枠や ストローを使 わずと も､辺の長さを 白山に定めて三角形を作図することができる。

また、二等辺三角形 の学習 前にコン パスを川いた円の学習も行ってい る。 こ うした教

材の 流れを考えるとき、現在大半の教科書で採川してい る、 色捧の操作から出発する

二等辺三角形の学習は子どもが培ってきた力にもとづいて学習を展開する、とい う観

点に 立っている よ うに私には思えない。

なお 、緑表紙では 、円は三角形や 四角形 の学習後に扱 われていた。

Ｃ゙機能的観点 からの性質の探求は行われていない

二等辺三角形は、 切妻型崖根の側面やブ ランコの支えといったように、多くの場所

で目にすることがで きる。 その多くの場面で二等辺三角形の中線に閔 わる性質が活か

されてい る。 私には 、近年 大半の教科書が採Jljしてい る、二等辺三 角形の決定条件を

引き出すた めに、初 めから三角形の分類の視点を指示するのであるならば、色棒を使

って三角形 作りを 行わせ るとい う 「遠 回り」の活動を行 うことなく、はじめからあっ

さりと二等辺三角形 を定義 し、その 作図法を教え 、代 わりに 二等辺三角形 の機能的 役

割の 探求を行 う授業を 行った方が効率 よく授業ができるように思える｡ が、何故か、

この方針にもとづい た尖践事例は多 くはない、

現在 、多く の教科 書が ／71 年 発刊の啓林版のよ うに、考 察対象図形 の決定条 件を

引き出すために、ある種の操作活動を交えて学習を展開する、とい う方針は緑表紙以

渠の 口本 の中学年におけ る図形教育の特徴である ≒ この動きが､顕 薪にな るのはIり60

年代中期以 降である。 例えば、原弘道らはその著『かく・つく るを 中心とした学年別

図形の指 導』（牧当店｡1963 ）の冒頭部において、図形 教育では、操作を重んじた指導、

機 能を重 んじた指導な どいろい ろあ ることを指摘した後 。

（図形分野では）発見的、論理的、創造的に学習させることが望ましい。…（中略）…。

図形指導では、図形をかいたり、つくったり、図形に何かの操作をはどこして考えたり、
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尖際に折ったり、きったり、つないだり、また測ったりして確かめていく。すなわち、尖

験・実測によって婦納的に顛推して、図形の性質を知ったり、結米を確かめたりするなど

を通して、図形を直観的に考察することがたいせつであな、

と操 作を中心に展開 する旨 述べている。ただ 、それ以前には、教育内容は充突したも

のとはい えなかったものの 考察対象図形の機能的役制を収り上げることも考えられて

はい たし、167発行の教科書にはまだ図形の機能的役割 に触れたものもあった
≒

･d 両底角相等中心にみる二等辺三角形の扱い

二等辺三角形の角に関する性質を分度器なしで扱

ったこともあって、折りjRねが扱われた。そこでは、

多くの教科書が両底角にi礼け るよう編集されてい

ろ中で。右に示した、’71年発刊の大書版のように、

角を指定しないでその性質を扱ったものもある。

ただ、小論の２節２項で紹介するように、子ども

達が図形の性質を見出し、Jlj分なりに見出された事

柄を納得するのは計測活動を通してである。教科書

が、そしてその背景にある学習指導要領が求めてい

るように、角の測定なしで、折り重ねのみによって

二等辺三角形の両底角相等を導き出すのは子どもに

は困難である。

の414 三月形 をあhl!/ﾕi μリ. ることろり

ＩＪ ･１．

‘ 苫辺ダ角が.ｒlj，lt さの!l l.いiりｰ 、

大 きこの４ い 肖ヽが1.11 j ‘1.

ところで、二等辺三角形の折り重ねからその両底角が等しいことは、下に示した曽

川晦太郎の文 に見る ように、1り31-40 年、当時 の中 １生を対象にして教授 された「幾

何図形 」でも扱 われてい たことであった ≒

折り畳ムコトニ依リテ等辺ヲ重ネテ底角ノ亜ナルコトヲ見セ、証明ノ課程（ママ）ヲ尖

験的二考エセシメクナラバ狐角ノ二等分絲八紙.ﾉ折11j ナヽリ、証明ノ際二引クペキ祐助線

ノ必要モ認メ得ルヤウニナル

さて、二等辺三角形の中線での折り重ねからは、頂角が中線によって二等分される

ことや中線が底辺とその中点で直交する、といりた線対称に関わる性質が同時に扱わ

れてもよいはずである。さらにいえば､ 二等辺三角形の中絲が底辺と直交することは、

棒を地面にまっすぐ立てるための支えとして、あるいは、棒状のものを地平而と平行

になるように設置する、といった場而で二等辺三角形を目にすることができる理山で

もある。一方、阿底角材I等の性質は、二方向からライトアップするといった場而で川

いられる、というようにその性質を川いる事例がないわけではないが、中線の性質を

川いた事例に比べればその数は多くはない。これに、卜本では屋根の勾配を上がり３

寸、とか、上がりXl寸で表現し、鉄道では傾斜の様子をパーミリで表すことに見るよ

うに、角よりも長さで表した方が使い勝手がよい、ということも関係していよう。
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にもかかわらず、二等辺三角形ではその両底角相等が大事に扱われてきた。幸い、

この性質は小学校で扱う図形の性質の中でも定珊がよいのでこの性質を扱うことによ

って問題が生じることはなかった。しかし、実用ｈは大事な中線が底辺と直交する性

質をさしおいて、この底角に関する性質が収り｡|こげられたのぱ何故であろう。

これを解く鍵は旧制中学校における論証幾何の教育にある。

現在の中学校で指導されている論証幾何では、三角形の角の大小や辺の長短に関す

る命題を扱っていない。しかし、戦前の中学校における論証幾何ではこの種の命題を

必ず取り上げていた。そして、この種の不等関係命題の証明では、二等辺三角形の性

質、中でも。両底角相等定理が重要な役割を担っている。こうして、両底角相等定理

をはじめとする二等辺三角形の性質はこの稲の不等関係命題を証明するための予備定

理としての意味も持っている。従って、1日制中学校では論証幾何の中で扱われた命題

群との関わりからその直観幾何の学習段階でも、先に紹介した曾田梅太郎の兄解に見

るように、この底角相等の性質が重視されていた。この考えが現在の小学校にそのま

ま踏襲されたのである。　このことは、小学校で指導するのに相応しい、小学校独自の

二等辺三角形に関する教脊内容が開発されてこなかったことを示している。

また、色棒による三角形の構成から二等辺三角形を扱うことでは次のような闘遡も

あった。

色捧で作られた二等辺三角形を折り重ねることは意味ある活動ではない。そこで、

教科書では、二等辺三角形の作図を問に挟んで、折り重ねを扱うことになる。しかし、

なぜ折り重ねを行うかについて子どもに明確な課題が提示されているわけではない。

２年次で学習した長方形や正方形の性質調べの一つ手法として折り重ねがあったこ

と、そして、二等辺三角形はその中線で折ったらjRなることが子どもにも直観できる

ことを手がかりにして、折り重ねが指導されているに過ぎない。

２　線対称性をいかした二等辺三角形の指導

等辺三角形としてではなく、対称三角形として二等辺三角形を扱う、という視点は

Ｈｃｎriciによって、19 世紀末にすでに提案されていた ‰ 彼の提案の核心は、中学校

における合同に関わる学習に変換の考えを導入する、というもので、彼の提案のまま

では小学校で扱うことができない。

私は、以 前から、子 どもが目にできる二等辺三角形探 しから授業を開始する、とい

うこ とを考 えていた。 例えば、［算数だいす き　 ３年 ］（民衆社､1996）では、 クレーンで

棒状の ものをつり上げるときのつりひ もが作る形の解 析から二等 辺三角形の学習に入

り、最終的 には、ものを垂直に立てたり、 水平にする場 面で用い られる二等辺三角形

の役割を紹介 した。 この観点からの教室実践は次のよ うに行ってい ただいた。

① 棒の両端にひもをつけ、そのひものどの場所に手をかけて棒を引き上げると棒は水平を

保ちながら移動するか、から二等辺三角形の存在と定義、さらに作図を扱う。
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② 反対に、二等辺三角形ができるようにひもを持ち上げると、なぜ、棒は水平を保ちなが

ら引き上げることができるか、を探求課題に、二等辺三角形が二枚の合同な直角三角形で

できていることを見出させる。

③ ものを垂直に立てる場面でも二等辺三角形が利川されていることを知る。

こ のように、この授業でも、子どもの発見が多い授 業になった。なお 、｢つ りさげ｣

と関述させて 二等辺三角形を導入す ることは、近年の学図版 が採用してい る。

二等辺三角形の授槃をその線対称性を中心にし、しかも、子どもの授業 への参加の

度合いを高く した違 う出発点をもつ授業の構成を模索しているとき、私のセミナーに

参加 してい る学生諸君から様々な考えが出され 、それらを もとに次の二つの授業をつ

くるこ とができた。これらの授業の概要は、授業 作りに参加 してくださった方々によ

って 、参考文献7) お よび8) で示す ように、すでに別の機 会に樅告されてい るので、

ここでは、線対称性をいかした授業作りに熊点をあ わせて、報告するこ とにしよう。

*1 紙飛行機作りから二等辺三角形の機能的役割の探求へ

199年 Ｈ 月21 日と24 日、山形県西遊佐小３年・大井康嗣学級で大井氏に実践して

いただいた授業は、土門愛美氏の提案した飛行機作りを皮切りに、二等辺三角形が利

用されている場面とそこで使われている二等辺三角形の性質探しを行い、さらに、そ

れら兄出した事柄をもとに観察文を作成することを妓終目標に、国語から算数、そし

て国語へ、のリレー式合科型の総合学習として構成した。この授業では、算数として

は二等辺三角形を、国語では、教科書に所収された、シンボルと表現に関する説明文

の学習を進め、教科書にある説明文の形式を借りて二等辺三角形の学習で見出したこ

とを表現させた。なお、この指導において、算数としての指導時数は６時間弱である。

まず、一人の子どもがこの授業の最終段階に書いた説明文を紹介しよう。
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．

授槃は、子どもの説明文にもあるように、まず、コンパスを用いて二等辺三角形の

作図法を短時間指導し、次いで、クラフト紙に描いた二等辺三角形を主翼に、ビニル
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ストローを胴とする飛行機をつくり、輪ゴムを動力に、その飛行機飛ぱしをさせた。

このとき、飛行機が思うように飛ばない子どもからの質問に答える形で、主翼として

の二等辺三角形に胴であるビニルストローを正確につけるための工夫が児童の間で交

流された。こうして、対称軸としての中線の決定法が見出された。

この後、二等辺三角形は折って重なる形で､ 二枚の合同な直角三角形から構成され、

それ故､垂直にものを 立て水平に ものを置くときに多く利川されていることを伝えた｡

その利川場而を実際に探そう、ということで、学校の内外で利川場而を探した。各班

とも、およそ30 分ほどの活動で、二等辺三角形や直角三角形が川いられている事例

を十例近く収集した。その後、収集したそれぞれの場面について二等辺三角形のどの

性質が生かされているかを盤理した。この学習後、.Iこで紹介した二等辺三角形と直角

三角形の働きに関する説明文を書き上げた。

*2 飛び出す絵本をつくる｀

飛び出す絵本づくりぱ、会旧和美、五十嵐健･-一一、猪熊ひとみの各氏によって出され

た考えである。以下で紹介する授業も彼らの協力を得て進められた。授業は、角度板

を用いた角に閔する授業に続いて、2004 年 川 刀 ８日～19 日、制作活勁も含めて６

時間扱いで、山形市第六小・４年生に対し、斎藤有希子氏によって指導された。この

授業の二等辺三角形に関わる部分についてその概要を以下で報告しよう。この授業は、

台紙に二等辺三角形、あるいはたこ形を挟み込み飛び出す絵本をつくる

を課題にした。そのために、二等辺三角形の様々な作図法を兄出すことと並んで

挟み込む形を正確に台紙に貼り込むために、台紙の折れ線の両側に、折れ線と等

角をなす補助線をひく

を扱った。

以‾F、その授業の各時間における課題とそれに対する子ども

達の行った活動の様子にも触れて簡単に報告しよう。

〈課題①〉二等辺三角形ぺ」たこ形が挟み込まれた飛び出す絵本の什組みを知る

まず、重ね着した一組の夫婦雛とそこにぼんぼりを配した一双の屏風を縦したもの

や大きな客船､ お化け傘といった飛び出す絵本を子ども達に見せ、子ども達の間に［作

ってみたい］という気持ちを高めさせた、

次いで、一人ひとりの子どもに二等辺三角形を一枚だけ用い、クリヤーファイルを

台紙にして制作した飛ぴだす絵木を渡し、その仕組みを観察させた。クリヤーファイ

ル越しには折り畳んだ状態の直角三角形を見ることができるが、そのことも含めた観

察から、中に挟み込まれた形はまん中の線で折ると重なり、その対応辺や対応角が様

々にあり、いずれの場合も対応し合うものは大きさが等しいことを見出させた｡、この

とき、角については、両底角相等に子ども達の1･|が多く集まり、頂角が軸で二絆分さ

れていることは少数の子どもが見出したに過ぎなかった。

これらの性質は、合同な２枚の直角三角形に折り重ねられた二等辺三角形の状態か
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ら
、とい うよりむしろ 計測活動を中心に

して見出された。したがって、 眼角の軸によ

る２等分 も。岫 とそれ ぞれの 辺が25 
° の角をなしている、という表現で説明が行 わ

れた 、

〈課題②〉 二等辺 三角形の 作図法を 考える

挟み込まれている形は 二等辺三 角形あるいはそれを基本にした形であることを 整
理

し、課題①で見いだした性質を もつ三 角
形をコン パスや 分度器を川いて作図する 方法

を考えさせた。この時間の授業で 学級全
体を巻き込んで行われた羽 議の一場面を 紹

介

しよう。

この時間では、まず、コンパスをJljいて行う２つのi』】を利川して二等辺三角形の作圓法を

紹介した後、他の作図法を見つけさせた。子ども達からは。底辺の垂直二等分を利川する方

法や一つの円の中心と円周上の点をII圖 する方法や両底角に関わる=性質を利川する方法など

が次々に見出された。ここで|ま、軸を利川する
とき、軸上のどこに瓜点を定めてもよいこと

も子どもの間から指摘があった。

こうした巾、一人の女児から、･一つの円を利用して作図する二等辺三角

形は小さいので､hりと大きい二等辺Ξμj形が作馴できないか

という問かりがあった。この問は学級全貝の関心を呼び。全

貝が参加してその解決法を討議した。やがて、ある男児が右

に示した２つの円を川いた作図法を見出した。

この作図法は全員の支持を受け､３時間目以降に扱った二等辺三角形の作図の標準となった。

〈課題③〉 台紙 に補助線をひく

３時間目では、前時で学習した 二等辺三角形 の作図法の確詔に引 き続いて、飛び出

す 絵本の素材 としての 二等辺三角形を正確に台紙に貼るための 楠助 線が必 要であるこ

と、その作図法を教えた。 そこでは。 二等辺三角形の中線が頂角を 二等分するこ とに

対応するものであること も説明 した。

〈課題④〉 飛び出す絵本の製 作

飛び出す絵 本の 中に挟み込む形としてのこ 等辺三角形やたこ形を様々な 作図法を川

いて作図し、それ らを、課越③で学んだ方法を用いて、台紙にきっちり貼り込んで飛

び出す 絵本を 作った。こ の製作活動に３時 間あてだ。

子ども連は、制作にあたって、当初は、指導された通り、台紙に 素材を貼るために

補助線を律僕に引い たが、やがて、これらの補助絲を引く ことが面倒になって、代 わ

りに、二等辺三角形やたこ形の頂点を折り線上に 置き、それらの底辺の両端を折り線

から等距離になるよう、目分量で定めるよ うになった。

この授業を辿して、角をはかり、角を使って作図するということを何回も行ったの

で、角に関することは全貝がきっちり理解し、また、全員が二等辺三角形の作図も多

様な方法が使えるようになった。
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引 用 文 献 ・参 考文 献 お よび 注記

|）1925 年版『尋常小学算術酋　 第５学年教師用J17 頁に

［長さ］（1）横が90 cm　 デ縦が其 ノ1.5 倍ノ矩形ガアル。周八何程カ

に関する取扱で

矩形、正方形 ノ性質ヲ復習シ、一般二図形ノ周ニツイテ説明スベシ

という記載がある。 この他、直方体と円柱（p30）、平行四辺形（Pj2 ）、台形（Pj3）、 球（p石6）でも

同様の注意が記載されている。

2）高等科１年生を対象にした授業であるが、彼らに９本のマッチ棒を渡し、三角形を次々に作

らせ、例えば、７本を使うと２種類の二等辺三角形ができるが、８本の場合は１種類しかでき

ないなどを確かめさせた後、その理由を考えさせている。

『小川油司r 空間教膏の実際』｡三共出版｡1925,Pp.42･44）

3）緑表紙３年上で三角形と四μj形を扱うが、三角形では、正三角形と二等辺三角形が、そして、

四角形では、正方形、長方形、そして、ひし形が提示され、それぞれについて、辺の数や辺の

長さ、角の大きさなどを詞べさせて、三角定木でそれらを作図させ、また四角形については折

った紙を使ってそれらを制作させている。

4）鍋島信 太郎・戸田済がその軒「図形」（金子轡房､1957）で図形教宵の柱の一つに機能的性質を活

かした学習があることを述べてはい るが、その著書の中ではその例示は豊かではなかった。

5）什田梅太郎（1931）「直観幾何（上）」、学校数学 第５号､pp.40-52

6）II・rici の「平面幾何一合同図形編」は1891 年上野清訳で吉川 半七から、翌92 年菊池大艇と

森外三郎 の共訳で企港堂からそれぞれ出版された。

7）大井康嗣（2000）「飛行機 とデジカ メで捉える三角形の機能」。

数学教育実践研究会 算数数学の授業 ｎ０.97,pp.24-29

8）会田和美・猪熊ひ とみ（2004）「飛び出す絵本をつくる」。

第35 回東北数学教育学会乍会、2004 年12 月４日（於 八戸工大）

欝藤有希子（2005）「飛び出す絵本と二等辺三角形」。

数学教育尖践研究会 算数数学の授業 ｎｏ.H5 描載予定
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注記；岡森博和らが行った調査問題のーつとそれに対する結果

岡森らは小学生の関数や量変化に対する認識実態を明らかにする調査を行ったが、

その訓査における一一問として次の問を用意した。

児童に、図示したように、円周上に青い玉を置き、

その倒所から腕木を出し、その腕木のもうｰ･方の端

が直線上を移動するようにする。そして、その腕木

の他端に赤い玉と人形を置く。

この器具で、円を回転させ、赤い玉や人形の勁き

人形

の様子を観察させ 、見い出した事柄を子どもに報告させた。子どもたちが見いだした項 目は12

項日に及んだが、そのうち、青い玉と赤い 玉の動きや 青い玉と人形の動きなど、２つのものの

動きを同時に とらえた回答が、小６生で90 ％弱、小４生で50 ％狸度、そして、単に、人形の

動きにのみ注 目した答えが、小 ６生で20 ％強、小４生で45 ％程度それぞれあった。

(岡森博和他(1970)｢関数の研究｣､数学教育実践研究会 月刊すう'がくｎ０.38.pp.16 - 23)
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